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（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．第49期第１四半期連結累計期間及び第49期の潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額は潜在株式

が存在しないため、記載しておりません。第50期第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期

純利益金額は１株当たり四半期純損失金額であり、また、潜在株式が存在しないため、記載しておりません。

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第49期

第１四半期連結
累計期間

第50期
第１四半期連結

累計期間
第49期

会計期間
自平成24年４月１日
至平成24年６月30日

自平成25年４月１日
至平成25年６月30日

自平成24年４月１日
至平成25年３月31日

売上高 （百万円） 12,758 12,297 49,295

経常利益又は経常損失（△） （百万円） 493 △254 1,351

四半期（当期）純利益

又は四半期純損失（△）
（百万円） 289 △210 560

四半期包括利益又は包括利益 （百万円） 309 79 980

純資産額 （百万円） 14,791 15,274 15,344

総資産額 （百万円） 25,215 25,791 26,348

１株当たり四半期（当期）

純利益金額又は１株当たり

四半期純損失金額（△）

（円） 29.21 △21.23 56.56

潜在株式調整後１株当たり

四半期（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 58.5 58.9 58.0

２【事業の内容】
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当第１四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。

(1）業績の状況

当第１四半期連結累計期間における経営成績は、「リゾート挙式」におきましては、新しい結婚式のカタチであ

る「リゾ婚ハート」のスタイル提案を通じて、お客様に付加価値を提案すべく取り組んでまいりました。また、ハ

ワイの親善大使である吉川ひなのさんとの共同商品開発ならびに人気ブランド「MERCURYDUO」や「Leaf for 

Brides」とコラボレーションしたドレスの販売開始等、日本人向けリゾ婚の商品力強化に努めてまいりました。成

長戦略であるアジアにおきましては、アジア地域におけるお客様満足度の向上に取り組んだ結果、一組あたり婚礼

単価が増加し、堅調に推移いたしました。しかしながら、リゾート挙式全体におきましては、挙式取扱組数の減少

と円安進行による為替の影響を大きく受ける結果となりました。

「ホテル・国内挙式」におきましては、目黒雅叙園では創業85周年記念プランの販売や、メルパルクにおける宴

会や宿泊の営業強化を行い、地域に根ざした商品・サービスの提供に取り組んでまいりました。その結果、宴会及

び宿泊は順調に推移いたしましたが、挙式取扱組数は、前年同四半期に比べて減少いたしました。

以上の結果、当社グループの業績は、売上高12,297百万円（前年同四半期比3.6％減）、営業損失193百万円（前

年同期営業利益487百万円）、経常損失254百万円（同 経常利益493百万円）、四半期純損失210百万円（同 四半

期純利益289百万円）となりました。

セグメントの業績は、次のとおりであります。なお、以下の数値は、セグメント間の取引消去後となっておりま

す。

① リゾート挙式

挙式取扱組数の減少により、売上高は4,880百万円（前年同四半期比6.2％減）となり、円安の影響を強く受

けたことにより売上原価及び販売管理費が増加し、営業損失は440百万円（前年同期営業利益406百万円）とな

りました。

② ホテル・国内挙式

挙式取扱組数の減少により、売上高は7,416百万円（前年同四半期比1.8％減）となりましたが、固定費削減

に努めた結果、営業利益は241百万円（同225.5％増）となりました。

(2）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

(3）研究開発活動

該当事項はありません。

第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

２【経営上の重要な契約等】

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】
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①【株式の総数】

②【発行済株式】

該当事項はありません。

該当事項はありません。

該当事項はありません。

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 22,000,000

計 22,000,000

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成25年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成25年８月２日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 9,909,400 9,909,400
東京証券取引所

（市場第一部）

単元株式数

100株

計 9,909,400 9,909,400 － －

（２）【新株予約権等の状況】

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

（４）【ライツプランの内容】

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金
増減額

（百万円）

資本準備金
残高

（百万円）

平成25年４月１日～

平成25年６月30日
－ 9,909,400 － 4,176 － 4,038

（６）【大株主の状況】
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当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（平成25年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしてお

ります。

①【発行済株式】

②【自己株式等】

該当事項はありません。

（７）【議決権の状況】

平成25年６月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 300 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 9,905,200 99,052 －

単元未満株式 普通株式 3,900 － －

発行済株式総数 9,909,400 － －

総株主の議決権 － 99,052 －

平成25年６月30日現在

所有者の氏名又
は名称

所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総
数に対する所
有株式数の割
合（％）

ワタベウェディン

グ株式会社

京都市下京区烏丸通仏

光寺上る二帖半敷町

671番地

300 － 300 0.0

計 － 300 － 300 0.0

２【役員の状況】
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１．四半期連結財務諸表の作成方法について
当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣

府令第64号）に基づいて作成しております。

２．監査証明について
当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成25年４月１日から

平成25年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成25年４月１日から平成25年６月30日まで）に係る四半

期連結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。

第４【経理の状況】
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成25年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 6,407 5,780

売掛金 1,941 2,033

商品及び製品 197 212

仕掛品 38 20

原材料及び貯蔵品 541 539

その他 2,068 2,359

貸倒引当金 △30 △30

流動資産合計 11,164 10,915

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 5,178 5,033

土地 2,607 2,594

その他（純額） 1,563 1,656

有形固定資産合計 9,348 9,285

無形固定資産 781 822

投資その他の資産

差入保証金 3,275 2,997

その他 1,807 1,801

貸倒引当金 △29 △29

投資その他の資産合計 5,053 4,768

固定資産合計 15,183 14,876

資産合計 26,348 25,791

負債の部

流動負債

買掛金 2,009 2,023

短期借入金 900 650

前受金 2,012 2,134

賞与引当金 446 234

その他 3,256 2,559

流動負債合計 8,625 7,601

固定負債

長期借入金 700 1,200

退職給付引当金 595 641

資産除去債務 573 568

その他 509 504

固定負債合計 2,378 2,914

負債合計 11,004 10,516
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成25年６月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 4,176 4,176

資本剰余金 4,038 4,038

利益剰余金 8,147 7,788

自己株式 △0 △0

株主資本合計 16,361 16,002

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 38 33

繰延ヘッジ損益 △1 22

土地再評価差額金 △903 △903

為替換算調整勘定 △227 42

その他の包括利益累計額合計 △1,092 △804

少数株主持分 75 76

純資産合計 15,344 15,274

負債純資産合計 26,348 25,791
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
至 平成24年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年６月30日)

売上高 12,758 12,297

売上原価 4,127 4,301

売上総利益 8,630 7,995

販売費及び一般管理費 8,143 8,188

営業利益又は営業損失（△） 487 △193

営業外収益

受取賃貸料 14 14

受取補償金 16 －

その他 31 21

営業外収益合計 62 35

営業外費用

支払利息 5 4

為替差損 22 19

支払手数料 20 20

開業費 － 42

その他 7 9

営業外費用合計 56 96

経常利益又は経常損失（△） 493 △254

特別損失

減損損失 － 28

施設店舗整理損 4 22

その他 1 3

特別損失合計 5 54

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

487 △308

法人税等 201 △95

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

286 △213

少数株主損失（△） △3 △3

四半期純利益又は四半期純損失（△） 289 △210
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【四半期連結包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
至 平成24年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

286 △213

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △6 △5

繰延ヘッジ損益 △27 24

為替換算調整勘定 58 271

持分法適用会社に対する持分相当額 △1 2

その他の包括利益合計 23 292

四半期包括利益 309 79

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 313 77

少数株主に係る四半期包括利益 △4 1
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（税金費用の計算）

税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会

計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四

半期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額

は、次のとおりであります。

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自 平成24年４月１日 至 平成24年６月30日）

配当金支払額

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自 平成25年４月１日 至 平成25年６月30日）

配当金支払額

【注記事項】

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第１四半期連結累計期間
（自 平成24年４月１日
至 平成24年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自 平成25年４月１日
至 平成25年６月30日）

減価償却費 百万円455 百万円434

のれんの償却額 15 16

（株主資本等関係）

（決議） 株式の種類
配当金の
総額

（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年６月28日

定時株主総会
普通株式 148 15 平成24年３月31日 平成24年６月29日 利益剰余金

（決議） 株式の種類
配当金の
総額

（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年６月27日

定時株主総会
普通株式 148 15 平成25年３月31日 平成25年６月28日 利益剰余金
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Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自 平成24年４月１日 至 平成24年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１．セグメント利益の調整額 6百万円には、セグメント間取引消去 6百万円、棚卸資産等の調整額 0百

万円が含まれております。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自 平成25年４月１日 至 平成25年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１．セグメント利益の調整額 5百万円には、セグメント間取引消去 9百万円、棚卸資産等の調整額 △3

百万円が含まれております。

２．セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

（単位：百万円）

報告セグメント

合計
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

リゾート挙式
ホテル・
国内挙式

売上高

外部顧客への売上高 5,205 7,552 12,758 － 12,758

セグメント間の内部売上高
又は振替高

1,615 51 1,667 (1,667) －

計 6,821 7,603 14,425 (1,667) 12,758

セグメント利益 406 74 480 6 487

（単位：百万円）

報告セグメント

合計
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

リゾート挙式
ホテル・
国内挙式

売上高

外部顧客への売上高 4,880 7,416 12,297 － 12,297

セグメント間の内部売上高
又は振替高

1,667 42 1,709 (1,709) －

計 6,548 7,458 14,007 (1,709) 12,297

セグメント利益又は損失(△) △440 241 △199 5 △193
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１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額（△）及び算定上の基礎は、以下のとおりであ

ります。

（注）前第１四半期連結累計期間は潜在株式が存在しないため、記載しておりません。当第１四半期連結累計期

間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額は１株当たり四半期純損失金額であり、また、潜在株式

が存在しないため、記載しておりません。

該当事項はありません。

該当事項はありません。

（１株当たり情報）

前第１四半期連結累計期間
（自 平成24年４月１日
至 平成24年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自 平成25年４月１日
至 平成25年６月30日）

１株当たり四半期純利益金額又は四半期純損

失金額（△）
円 銭29 21 円 銭△21 23

（算定上の基礎）

四半期純利益金額又は四半期純損失金額

（△）（百万円）
289 △210

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額又は四

半期純損失金額（△）（百万円）
289 △210

普通株式の期中平均株式数（株） 9,909,080 9,909,074

（重要な後発事象）

２【その他】
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該当事項はありません。

第二部【提出会社の保証会社等の情報】
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当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているワタベウェディ

ング株式会社の平成25年４月１日から平成26年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成25年４月１

日から平成25年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成25年４月１日から平成25年６月30日まで）に係る四半

期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記につい

て四半期レビューを行った。

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ワタベウェディング株式会社及び連結子会社の平成25年６月30日現在

の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がす

べての重要な点において認められなかった。

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以 上

独立監査人の四半期レビュー報告書

平成25年７月31日

ワタベウェディング株式会社

取締役会 御中

有限責任監査法人トーマツ

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士 大西 康弘 印

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士 岩淵 貴史 印

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。


